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凡退 金 ，会費納入，および 出版物 (DGD, サーキ ] ラ 一等 ) の郵送については ，上記学 

会事務センタ 一に書面で御間合せ 下さい。 

事務局よりのお 願い ソ 

テレホンカード 販売について 

前号のサーキュラ 一でもお知らせ 致しましたが ，日本発生生物学会発行のテレホンカードを 発 

売 中です。 まだお 買 求めでない 方 ，どうぞ 御 購入下さい。 すでに 御 買いになられた 方も 2 枚目を 

どうぞ ( そろそろ度数もなくなってきた 頃 と思いますが               

まだ，たくさん 残っておりますのでどうぞ 御協力下さい。 お願い致します。 詳細は前 54 号をご 

らん下さい。 

日本発生生物学会 

事務局会計幹事 藤 原 昭 子 



  

  

  

1.  日本発生生物学会第 10 期会長および 運営委員選挙結果 

昭和 61 年 12 月 8 日 ( 月 ) 国立遺伝学研究所会議室において 開票され，以下のように 決り立した。 

会 長 : 安 堵 郁 夫 

次点 : 江 口 吾 朗 

運営委員 : 天野 実 ( 広大・総合 ) 

石崎 宏炬 ( 名犬・ 理 ・ 生 ) 

江口 吾朗 ( 睦生 研 ) 

岡田 益吉 ( 筑波大， 生 ) 

片桐 千明 ( 北天・ 理 ， 動 ) 

加藤 淑 裕 ( 三菱生命 研 ) 

黒田 行 昭 ( 遺伝研 ) 

佐藤 短打 ( 東大・ 理 ・ 動 ) 

塩川光一郎 ( 九人・ 理 ・ 生 ) 

鈴木 義昭 ( 真生 研 ) 

平本 幸男 ( 東工大・ 理 ・ 生 ) 

見 元紀 ( 東工大・ 理 ・ 生 ) 

水野 丈夫 ( 東大・ 理 ・ 動 ) 

毛利 秀雄 ( 東大・教養， 生 ) 

次点 山上健次郎， 固 まりな 

尚 ，安堵郁夫氏は 会長に当選のため ，安堵郁夫氏を 除く 15 位までの 14 名が次期運営委員として 

当選した。 

以 上 

選挙管理委員 : 黒田 行 昭 

森脇 和郎 

清水 浴 

立 会 人 : 名和 三郎 

2.  第 20 回大会の御案内 

第 20 回の大会は， 1987 年 5 月 28 日 ( 木 ) .29 日 ( 金 ) .30 日 ( 土 X の 3 日間，京都伝統産業会館 ( 京 

都市左京区岡崎公園内 ) で開かれます。 一般講演 ( 口頭発表とポスタ 一 ) を募集いたします。 

詳細は本号 30 頁をご覧下さい。 

京都大学理学部動物学教室 

第 20 回大会準備委員会 

米 田 満 樹 

一 1 一 



  

3.  会長を辞するにあ たって 

今回， 12 月末を以て， 2 期 4 年間にわたって 務めさせて頂いた 会長の任を離れることになりま 

した。 

思い起こしますと ， 4 年前，会長就任に 当たって述べました 言葉， " 浅学非才の人間が 如何に 

して発生生物学と 言う学問を， 次の世代に伝えて 行くか " と旨 9 気持ちは今でも 変わりあ りま 

せん。 会員の皆様は ，非力の私を 支え，幾多の 私の失敗をも 暖かい目で見守って ，助けて下さい 

ました。 心から感謝いたして 居ります。 

私の発生生物学に 対する基本的な 考え方は ， " この学問領域は 多様化しているのが 一番健全で 

あ る " と言 5 のにつきます。 個々の研究者が ， 自分自身の研究材料，アプローチを 大切にしなが 

ら ，発生生物学の 大きな流れの 中で何をもって 学問に貢献できるかが ，私達に課せられた 任務で 

あ ると信じて居ります。 

学会は，現在，経済的に 困難な時期にさしかかっております。 この困難さを 克服しないまま ， 

次期の会長の 任を，安堵教授にお 渡しすることを 大変に心苦しく 感じて居ります。 私に対して以 

上の皆様のご 支援をお願いする 次第です。 

今まで，何とかやってこられましたのは ，安堵事務幹事長，山名編集主幹，運営委員の 方々を 

始めとする会員諸学兄姉の 力添えのためと ぽ 、 って居ります。 心から御礼申し 上げます。 

昭和 61 年 12 月 

加 藤 淑 裕 

4.  ごあ いさつ 

安 堵 郁 夫 

風儀，この度加藤会長の 任期満了に伴う 会長選挙によって ，次期会長に 選出されました。 非常 

な名誉を感ずると 同時に責任の 重大さを痛感致しております。 

本学会は， 現 加藤会長のあ 、 、 さつにもあ ります よ うに，多くの 研究方向から 広い発生学分野に 

わたった開かれた 学会であ り，これまでにも 優れた研究成果が 多々発表されて 来ました。 このよ 

5 な輝かしい業績を 持つ金工会長を つ とめられた諸先輩に 比べますと，私は 学問上ではもちろん 

のこと実務におきましても 非力であ る事を実感致す 次第でございますが ，とにかく，皆様の 歩ん 

で来られた道を 継承し，日本発生生物学会の 発展のために 微力を尽して 努力したいと 思います。 

さて，本学会のアカデ ，ック な意味での水準を 上げて会の魅力を 増す事は私の 直接良くする 所で 

はないと存じますが ，優秀なる会員の 皆様が充分に 活動のできる 環境を整備する 事こそ私の使命 

だろうと 思 つております。 日本発生生物学会は．例えば 文部省科学研究費の 詮 衡 メンバーを推薦 

する機能を持たない 事でもおわかりの 様に， 「非政治的」な 学会であ ります。 従って，その 様な 

方面での学会員への「サービス」は ，もちろん拡張すべく 努力は致しますが ，極めて少なかろう 

と思います。 従って本学会と 会員との現実的なふれあ いは主に DGD の刊行配布，年に 1 回の大 

会 ，そして 々 ソフォメーシ。 ソ サーキ， ラ 一の配布になろうかと 思います。 従ってこれらは 維持 
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されねばならない 最少のもので 有りますが，現実には ，本学会はこれさえも 実行する事に 危惧を 

感ずる程の深刻な 財政危機状態になっております。 この財政危機は 一に今年度の 驚くべき円高に 

よって持たらされたものです。 このために， DGD の海外頒布に 伴 う 収入が，その 販売部数が増 

加 しているにもかかわらず ，通年で約 30% の減小 を見ました。 本学会は会員数が 比較的少ないと 

申せましょうが ， DGD とい 5 優れた，そして「大きな」 Journal を持っている 事が特徴です。 

そのため DGD 販売による収入依存率は 極めて高く， 30% 強になっておりました。 しかし現在の 

円 レートではこれは 20-25% にまで低下致し ，当然全収入も 減少を見ております。 この事は DG 

D の海外頒布が 多 い 事を示すわげですからあ る意味では誇る 事かも知れませんが ，実際には 62 ヰ - 

皮一般会計は ，特別会計を 取りくずしてまかなわれる 赤字予算になる 可能性が高いと 思われま 

す 。 そのため 63 年度には，特別会計が 一般会計をお ぎ な う 事も不可能となりましょう。 このよ う 

な 財政危機によって 学会を破綻させることは 断固として回避しなければなりません。 私にあ たえ 

られた任務の 第 1 はこの財政の 再建にあ ります。 そのためにはむしろ 積極的に DGD の質的な 充 

実を計り，より 広く頒布を計りたいと 思います。 具体的な審議はもちろん 運営委員会の 皆様と 致 

しますが，一案と 致しまして私見をのべさせていただ ざ ますれば， DGD の論文の超過 頁 のこと 

があ ります。 現在国外からの 論文の超過貫代は 円高のため驚くべき 額になっていますし ，国内か 

らのものに致しましても ，投稿を蹟 曙 させる程の金額です。 つまり投稿を 阻害する要因となって 

いることは確かです。 真 数の増加ということは 財政の圧迫につながります。 しかしながらそのこ 

とによって DGD の質的な向上を 見，頒布量を 増やすことが 出来るならば ，必ずや将来の 財政宏 

定につながると 考えます。 議論の百出する 所かと存じますが 一考の価値あ りと思います。 次に当 

学会の大会は ，その 顔 ともいえる行事であ りますが，実際には 開催地の会員の 皆様の努力で 運営 

されており，学会事務局の 貢献は微々たるものです。 しかし，会長並びに 学会事務局も 当然重大 

な責任を持っべ き 行事であ ることはい う までもあ りません。 本学会ではこの 度大会講演論文の 内 

容を ，事前の手続をへて 講演後に特許申請ができるという 特許法による 指定学会になりました。 

近年の科学技術の 進歩は，基礎的研究分野でもこのよ 5 な配慮が必要との 判断のもとに 特許庁に 

申請致しておりました 結果許可されたものです。 これによって ，特許申請を 行い得る内容を 持つ 

論文の発表の 障害が取りの ぞ げたものと考えています。 

これらを含む 諸々の問題の 解決によって ，会員の皆様の 発表が促進されかつ 会員数の増加につ 

ながることができれば ，すなわち財政的基盤を 支えることにもなると 考えます。 又 。 「発生学」 

に 含まれる分野ならびに 関連する分野の 研究者で，本学会との 関係の強くない 方々の積極的な 参 

加も期待する 所です。 

当面の間，会員の 皆様に 御 迷惑をおかげすることも 多々あ ると存じますが ，学会の充実，繁栄 

を成すことは 偏に皆様のお 力添えあ ってのことです。 何卒この後も 御指導，御協力をいただげま 

すよう心よりお 願い申し上げます。 
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5.  日本発生生物学会が 産声を上げたころ 

織 田 秀 実 ( 五教 六 ・一般教育・ 生物 ) 

  

日本発生生物学会は ， 1968 年 5 月 18 日，立教大学 ( 東京 ) 5 号館で設立総会を 催し，産声を 上 

げた。 

胎動期産声の 前に胎動期があ った。 一つは戦前 ( 太平洋戦争 ) よ り実験形態学会 ( 代表者は 

市川 衛 博士 ) が設立されており ，『実験形態学諸ロ の 刊行や研究発表のための 大会を催し，活動 

してきた。 一方，戦後間もなく ，発生学の国際雑誌 "Embryologia" を刊行する母体として 日本 

発生学協会 ( 代表者は佐藤忠雄博士 ) が発足し，研究成果を 内外に発表していた。 また，東京で 

は 発生学談話会 ( 代表者は丘英道博士 ) がつくられ，東京在住の 発生学研究者の 研究交流の場と 

なっていた。 こうした情勢の 中で， 1967 年 5 月，名古屋大学で 実験形態学会の 大会が開催された 

とき，これらの 団体が単に合併するというのではなく ， よ り広範囲の関係者が 積極的に参加する 

新たな日本発生生物学会を 創設しよ 5 ということが 合議された。 そして T 実験形態学 誌 』は『発 

生生物学誌』と 改名することが 諒承され， "Embryoloeia" も編集会議を 開いて新しい 方向に対応 

することになった。 こ 5 した経緯を経て ，同年 7 月京都大学に 初の日 本 発生生物学会設立準備委 

員 会が招集された。 このと ぎ， 私は林雄次郎博士 C 当時， 東 散大 ) から代理として 出席する よう 

依頼された。 ここで，私は 初めて胎動期の 日本発生生物学会にかかわりをもつことになった。 そ 

の委員会では 新学会設立のための 発起人 73 名のリスト作りや 会則原案の討議が 行われた。 そして 

設立総会並びに 第 1 回大会は東京で 開こちということになり ，委員長には 林 ( 雄 ) 博士が指名さ 

れた。 

設立総会への 準備 1967 年秋のあ る 彼 ，関口晃一博士 ( 当時， 東 敦夫 ) が招待した酒宴の 席に 

林 ( 雄 ) 博士をはじめ 5 名のものが居合せたが ，歓談する う ちに私は「立教大学ではあ らかじめ 

登録された学術団体の 全国的規模の 催しには 5 万円の補助金が 出る」とい 5 ことをうっかり ロ に 

滑らせてしまった。 それが運のつぎで ，後日， 林 ( 雄 ) 博士から日本発生生物学会の 設立総会 並 

びに第 1 回大会を立教大学で 催してほしいと 正式の要請があ った。 何しろ，立教大学では 発生学 

関係者は，当時私一人だったので ，会場設定はやるとしても ，もろもろの 準備や運営には 東京教 

育大学から応援を 頼むという条件付きで 会場を引き受けた。 立教大学当局には 新しい学会だが ， 

既に登録してあ った実験形態学会の 生れ変りだということを 力説して，学会開催の 諒解を得るこ 

とができた。 

1968 年になり会場その 他の手配をし ，着々と準備を 進めていた。 立教大学の用度 課 に学会開催 

の件を相談したところ ，全面的に協力してくれ ，器材等を整えることができた。 だが， 3 月にな 

っても 林 ( 雄 ) 博士の下で立案されることになっていた 当日の進行に 関することは 少しも具体化 

されていなかった。 それで石崎 宏矩 ( 当時，京人 ), 加藤憲一両博士 ( 当時，同志社大 ) と連絡を 

とり，お膳立てをして 林 ( 雄 ) 博士に相談し ，ようやく当日の 段取りが具体化していった。 会場 
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設営や受付には 東京教育大学の 発生学関係の 方々が多数協力して 下さることになったので ，会を 

進める目処がついた。 

設立総会と第 1 回大会 第 1 日 (5 月 18 日 ) 午後 1 時から設立総会が 開かれた。 まず新学会発 

足の趣旨や経過が 報告された。 この学会の目的は 発生生物学の 進歩と普及をはかることにあ る。 

つづいて学会の 構成・活動について 討議された。 このとき，印象的だったのは「会長・ 運営委員 

は最初から会員の 直接選挙によって 選ぶよ 5 にせよ」と強い 意見が出たことであ った。 また， 会 

則の中に「 10 年毎に新たに 学会のあ りかたを見直す」という 条文を入れることが 提案され，それ 

らが可決された。 新しい学会にふさわしい 門出というべき 事柄であ った。 出席者 は 200 名を越え 

ていた。 

小休止をして 3 時から， 団勝磨 ・柳田文道・ 古谷雅雄の各博士に よ る記念講演が 行われた。 タ 

刻 ，会場地下の 食堂で懇親のビール・パーティが 催された。 このときの生ビールは 用度 課 職員の 

特別な計らいに よ るものであ り，その費用は 立教大学からの 補助金でまかなわれた。 

第 2 日 (5 月 19 日 ) は，第 1 回大会として ， 2 会場で一般講演 47 題が発表された。 1 題の持ち 

時間は 2Q 分であ った。 一般講演での 新しい試みは 講演番号をテレビで 示したことであ った。 座っ 

たままでテレ ぢ ・カメラの下の 小型の番号プレートを 取り替るだけでことたりたので ，人手の少 

ないのを補い ，また同時に 暗 所で口演の進行状態を 明示することができた。 

口演発表終了後， " 若手研究グループの 集い " が ゼ 「用の特別教室で 行われた。 若い研究者グ 

ループ は 発足した発生生物学会に 大きな期待を 抱いていたのであ った。 

午後 9 時を過ぎて出席者がすべて 立ち去って行ったあ と私一人が控室に 残った。 それまで張り 

つめていたせいか ，疲れが一挙に 出て，しばし 椅子に座ったまま 立ち上がれなかった。 

ちなみに，その 後間もなく立教大学も 大学紛争の波に 呑まれ，学会など 開けるような 状態では 

なくなった。 また，大学事務系の 人たちが学会開催に 協力してくれるような 雰囲気もなくなって 

しまった。 

後日談 設立総会のほとぼりがまだ 覚めないころに 市川 衛 ・佐藤忠雄同先生から 直筆のご丁寧 

な礼状をいただいた。 一つの新しい 学会を産み出すのに 遣り甲斐があ ったことを改めてかみ 締め 

た 。 若手研究グループからも 毛筆に ょ 8 丁重な手紙をいただいた。 謝辞のあ と「日本における 発 

生生物学を よ り一層レベルの 高い学問に育てて 行く上にも，われわれ 若手は今後とも よく 勉強し 

仕事をして行かなければならぬと 痛感しております。 何分にも弱小のグループではあ りますが， 

今後ともよろしくご 指導・ ご鞭捷 のほどお願いいたします」と 結んであ った。 

あ れから 20 年の歳月が流れ ，日本発生生物学会は 今日の盛況をみるに 至った。 礼儀正しい，謙 

虚な若手研究グループは 今やこの学会の 中堅となっている。 だが，前述した 市川 衛 ・佐藤忠雄・ 

五菓 通 ，それに 林 雄次郎の各先生は 今は故人となってしまった。 今更のように 時の移り変りを 感 

じる。 創設当時からみると ， 2 世代，あ るいは 3 世代も若い研究者が 育っているのではないだ 5 

5 か 。 この学会は 10 年毎に学会全体を 見直すと会則に 嘔 っていることを 再度想起し，一層の 発展 

を 期待したい。 
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このチラシは 発足 人 が名前をつら ぬて ，全国の関係者ないし 団体に配布した 総会の案内です。 

( 資 料コ 発起人の趣意書 一日本発生生物学会の 発足について 一 

年度変りの時期となり ，皆様方にはご 多忙のうちにもますますご 健勝のことと おょ ろこび申し 

上げます。 

さて，わが国に 動植物の発生現象に 関する学問分野が 導入されてから ，すでに一世紀の 年月を 

経てまいりました。 導入初期から 現在に至るまでこの 分野で国際的に 高く評価された 数々の業績 

が生れてきたことはご 承知のところであ ります。 

ところで，戦後，遺伝学・ 微生物学・生化学・ 分子生物学など ，関連分野の 著しい発展に 伴い ， 

発生学は戦双における 形態学的手法に 基づいた古典的概念から 脱皮 し，く 発生と形態形式に 関与   
する要因の分析と 統一原理の追求 ) とい 5 意図のもとに ，発生生物学として 新たな発展をしつつ 

あ ります。 その結果，医学・ 薬学・農学などの 分野との関連を 深め ， 時とともにますます 多く 

の 研究者の関心を 呼んでおります。 

ひるがえって ，わが国の発生生物学関連分野の 現状をみますと ，多くの研究が 行なわれてお   

ながら，研究者は 動物学・植物学・ 医学・薬学・ 農学といった 系統別の学会に 分散されており ， 

集中的な研究交流の 場が設げられておらない 状態であ ります。 そこで，発生生物学の 今後におけ 

る発展性から ，またこの分野における 諸外国の現状からみまして ，わが国の発生生物学関係者がそ 

れぞれの所属学会を 超えて単 - の研究交流の 場を持っことは 是非必要であ ろうと考えられます。 

この ょう な次第で ， 私たち有志 は ， このたび日本発生生物学会の 設立について 同意に達し ， 

そのための諸準備を 進めてまいりました。 私たち 

といたしましては ， この際新しい 学会へ， より 広 

い 層から参加を 強く希望Ⅰております。 幸にし 

て ， この趣旨にご 賛同下さいますならば ，関係者 も 。   

の方々に積極的にご 入会をおすすめかただ ぎ，わ 

が 国における発生生物学の 発展のためにお フフ を た 

まわります 5 5 念願する次第であ ります。 

日本発生生物学会第 1 回大会の会場廊下で 歓談する会 

員たち左から 団勝麿 ， 楓 」 @ 雄 ， G.W. ホースの各博士 
一一撮影 織田秀実一一 

1968 年 3  月 1  口 

発 起 人 一 同 
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6.  第 3 回初代培養肝細胞研究会のお 知らせ 

日本発生生物学会編集部 

昭和 61 年 10 月 14 日 

拝啓 

この度，下記の 要領にて「第姉回初代培養肝細胞研究会」を 開催したいと 存じますので ， 貴学 

会員に伝達お 願いいただきたく 存じます。 

つぎましては 貴 学会機関誌のニュース ，集会告知 欄 に出来るだ け 早期にご掲載いただげれば 幸 

甚に存じます。 

宜しくお願い 申し上げます。 敬具 
  

世話人 

( 代表 ) 佐藤 二郎 岡山大学医学部 癌源 研究施設 教授 

小出 典夫 岡山大学医学部中央検査部 講師 

坂上 賢一 岡山大学医学部第一覚科 講師 

平松 祐司 岡山大学医学部産婦人科 

宮崎 正博 岡山大学医学部病源研究施設 講師 

( 五十剤 l 原 ) 

記 

  

「第姉回初代培養肝細胞研究会」お 知らせ 

日 時 昭和 62 年 6 月 4 ～ 5 日 

場 所 地方公務員共済 まきび会館 ( 岡山市 ) 

出席，発表の 詳細は下記に 郵便にてお問い 合わせ下さい。 

連絡先 初代培養肝細胞研究会事務局 

〒 770  徳島市蔵 本町 3 丁目 18 番地の 15 

徳島大学医学部酵素研究施設 酵素病理部門 

7.  成浅 海外出張旅費援助者の 募集 

第 5 回前期分として 1 名を募集します。 

援 助 金 額 20 万円 

応 募 締 切 昭和 62 年 4 月 30 日 

申請用紙送付 先 〒 160 新宿区西早稲田 1-6-1  早稲田大学教育学部生物学教室内 

日本発生生物学会事務局 

申請用紙は上記事 動局に御 請求下さい。 
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山田科学振興財団援助について 

昭和 62 年度山田科学振興財団への 研究援助候補推薦について 

山田財団から 研究援助候補推薦要領が 届きました。 応募なさる方は 学会事務局へ 推薦善用紙を 

申し込んで下さい。 

1) 推薦善用紙送付 : 61 年 9 月 

2)  申 請 期 限 : 62 年 1 月末日 ( 発生生物学会事務局あ て郵送 ) 

3) 学会内審査 : 2 月 

4)  財団へ推薦 : 3 月上旬 

推薦要領は次の 通りです。 

昭和 f62 年度 山田科学振興財団研究援助候補推薦要領 

援助の趣旨 本 財団は，自然科学の 基礎的分野における 重要かつ独創的な 研究に従事する 個人 文 

ほ グループに対し 援助します。 

援助の件数及び 期間 選考方法 

ィ 件数 1 件 1 千万円以内の 援助を 10 件 選考委員会において 選考の 5 え ，理事会が 

内外 決定します。 

ロ 期間 Ⅰ年を原則とします。 研究の継 選考結果の通知 

続を必要とする 場合は，毎年提出された 昭和 62 年 7 月末造 に 推薦者及び代表研究者 

推薦 書 に基づき選考します。 等にあ て通告します。 

推薦方法 援助金の贈呈 

イ 推薦者 本 財団が依頼した 学 ( 協 ) 会の 選考結果の通知後 2 分割して支給します。 

代表者 推薦 書 送付先及び連絡先 

ロ 推薦件数 1 推薦者ごとに 4 件以内 財団法人 山田科学振興財団 

ハ 推薦手続 推薦者は，以下の 書類を整 (Yamada@ Science@ F0undation) 

え， ご 送付願います。 〒 544 大阪市生野区 巽西 1 丁目 8 番 1 号 
1. 所定の推薦 書 用紙又はその 写しに必 電話 大阪 (06)  757 局 3311 「代表 ) 

要事項を記入したもの 5 部 研究の成果又は 会計の報告 

2. 添付書類 ( ぺージ・研一 5  参照 ) 援助金の受領者に 対して，必要に 応じ ，研 

記載上の注意 究 経過，研究成果又は 会計について 報告書 

イ 黒 イソ ク で明瞭に記入して 下さい。 の提出又は発表を 求めます。 

ロ 紙面不足のときには ，同型同大の 別紙 付 
で 追加して下さい。 イ 援助金の使途を 変更する場合には ，予め 

ハ 推薦 書 第 1 頁欄外の脚注には 記入しな 木 財団の承諾を 得て下さい。 

いで下さい。 口 援助金から支出することのできない 経費 

二 代表研究者は 所属する大学 ( 部等 ) . 研 は ，文部省科学研究費の 場合に準じます。 

究機関等の長から 本 援助の申込をするこ 。 研究成果を文書によって 発表される際に 

とについての 承諾を得て下さい。 は ， 本 財団 ( 財団法人 山田科学振興財団， 

推薦締切期日 Yamada  Science,Foundation) の援助によ 

本 財団へ推薦 書 が到着する締切期日は 昭 る 旨を記載し，韻文の 類いにあ ってはその 

前 62 年 3 月 31 日 ( 火 ) です。 別刷 2 部，また著書の 類いにあ ってはその 

一 8 一 



1 部をご寄贈願います。 書類は ，お 返しいたしません。 

ニ ご 提出いただきました 推薦書及び添付 

研 究 者 各 位 へ 

推薦者の項に 対応する 学 ( 協 ) 会は次 記 のとおりです。 学 ( 協 ) 会により締切期日及び 募集方法等 

が 異なりますから ，代表研究者は 応募の際， 各学 ( 協 ) 会にお問い合せ 願います。 

@@@ 

日本天文学会 日木地球電気磁気学会 日 本 薬 学 会 日本動物学会 

日本植物学会 日本物理学会 日 本 化 学 会 日本生化学会 

日本細胞生物学会 日本免疫学会 応用物理学会 高分子学 会 
日本生理学会 日本生物物理学会 電子通信学会 日本分析化学会 

日本遺伝学会 日本発生生物学会 日本金属学会 口木農芸化学会 

日本分子生物学会 日本植物生理学会 

8,  第 6 回発生懇話会の 報告 

前 略 

去る 7 月 19, 20 日に，福岡県芦屋町の 国民宿舎「あ しや」にて，第 6 回の九州・山口発生懇話 

会 が開かれました。 九州の各県と 山口県から発生生物学会の 会員，非会員 3h 名が参加し，下記の 

10 の話題を中心に 活発な討論が 行われました。 また，懇親会の 時には，今後のこの 会のもちかた 

についての意見交流等も 含め，夜遅く 迄 ，参加者同士の 親睦を深め合いました。 懇親会の席上で 

来年の第 7 回の懇話会の 世話役は，宮崎大学の 芋虫氏にお願いすることになりました。 草々 

1986 年 8  月 18 日 

第 6 回発生懇話会 世話人 大塚英司 ( 九人・教養・ 生物 ) 

林 宏文 ( 産業医大・動物研究 セ ソタ一 ) 

第 6 回九州・山口発生懇話会 話題 

1)  ヒキガエル卵の 卵膜形成過程 田尻浩章 ( 山口大・ 理 ・生物 ) 

2) 両生類の卵割速度は 何によって決まるか 坂井雅夫 ( 鹿児島大・ 理 ・生物 ) 

3)  両棲類の脳幹の 内部構造の分化 岩堀俊明， 横平 弥生，清田悦予 ( 長崎大・ 医 ・第一解剖 ) 

4)  正常 グリ アの発生と経胎盤的バリオーマの 発生 ( ラ " ト )  池田高良 ( 長崎大・ 医 ・病理 ) 

5)  放射線照射後の 骨髄再生に関する 研究 一 Pa 「 abiosis rats を中心に一 

矢野京子 ( 国立療養所福岡夷病院歯科 ) 

6)  コラーゲ ソ の生物学 宇宿 源太郎 ( 熊大 ・ 医 ・ 遺研 ) 

7) 両生類の in vitro における精子形成 安部真一 ( 熊大 ， 理 ・生物 )   
8)  始原生殖細胞の invitro での動態桑名 貴 ，藤木十四 秋 ( 熊大 ・ 医 ，第三解剖 ) 

g)  E 1 マウスにおけるてんかんの 研究 1 笛田 由紀子， 2 三田隆 
(1 産業医大・ 医短 ， 2 産業医大・分子生物 ) 

10) 球状タンパク 質 チ " 一 ブリンの分子配列 一 マウス卵管腺毛上皮細胞の 微細管形成一 

林 宏文 ( 産業医大・動物研究センタ 一 ) 
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9.  学会発表の特許申請について 

前号 ( № 54 P.3) でお知らせしたことに 関して，この 度本学会が昭和 61 年 8 月 13 日をもって， 

特許法第 30 条第 1 項 ( 実用新案 法 第 9 条第 1 項において準用する 場合を含む ) の規定に基づく 学 

術 団体に指定されました。 以下に特許庁長官 ょ 9 通達された詳細を 転載致します。 研究発表に関 

する特許を申請する 場合は事務局に 証明書を請求して 下さい。 

記 ( 特許庁 よ り ) 

1.  貴 学会が開設した 学術講演会，講習会，シソポジウム 等の研究集会において ，原稿，図面等 

の文書 ( 以下「文書等」とい 5 。 ) をもって発表された 発明又は考案について 当該発表者又は 

その承継人 ( 当該発明又は 考案に係る特許又は 実用新案登録を 受ける権 利を承継した 者 ) から 

特許法第 30 条第 1 項 ( 実用新案 法 第 9 条第 1 項において準用する 場合を含む。 ) の規定の適用 

を受けるための 証明書を求められたと ぎ は ， 速やかに，事実に 基づいて証明書を 発行しなけれ 

ばならない。 

2. 貴 学会が開催する 研究集会において 発表された文書等にあ っては，発表のときから 1 年間， 

特許法第 30 条第 4 項 ( 実用新案 法 第 9 条第 1 項において準用する 場合を含む。 ) の規定に基づ 

@ 証明書を発行したものに 関する文書等にあ っては，証明書を 発行したときから 5 年間，文書 

等 又はその写しを 学会の事務所に 保存しなければならない。 

3, 貴 学会が次に掲げる 事項の一に該当するに 至った場合には ，直ちに，その 旨を特許庁長官に 

届け出たけれ ば ならない。 

      目的又は事業に 変更があ った とぎ 。 

      代表者に変更があ ったとき。 

      構成員の数に 著しい変動があ ったとき。 

      主たる事務所の 所在地に変更があ ったとき。 

(5) 機関誌 紙 が廃刊又は減刑になった とぎ 。 

(6) その他運営に 著しい変化があ ったとき。 

4. 定款，機関誌 紙 ，研究集会の 開催状況， 2 の規定により 保存する文書及びこれらに 対する 書 

類の提出を特許庁長官から 求められたときは ，速やかに，これに 応じなければならない。 

5.  上記事項に違反した 場合は．指定を 取り消すことがあ る。 

参 考 ( 特許法第 30 条 ) 

( 発明の新規性の 喪失の例覚 ) 因 

第 30 条特許を受ける 権 利を右する者が 試験を行い，刊行物に 発表し ， 又は特許庁長官が 指定す 

る学術団体が 聞催する研究集会において 文書をもって 発表することにより ，第 29 条第 1 項各号 

の一に該当するに 至った発明について ，その該当するに 至った日から 6 月以内にその 者が特許 

出願をしたときは ，その発明は 同項各号の一に 該当するに至らなかったものとみなす。 
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( 改正， 昭 4R 法律 91) 

2  特許を受ける 権 利を有する者の 意に反して第 29 条第 1 項各号の一に 該当するに至った 発明に 

ついて，その 該当するに至った 日から 6 月以内にその 者が特許出願をしたとぎも 前項と同様と 

する。 ( 改正， 昭 45 法律 91) 

3  特許を受ける 権 利を有する者が 政府若しくは 地方公共団体 ( 以下「政府等」という。 ) が開設 

する博覧会若しくは 政府等以外の 者が開設する 博覧会であ って特許庁長官が 指定するもの に， 

" り 条約の同盟国の 領域内でその 政府等若しくはその 許可を受けた 者が開設する 国際的な博覧 

に ， 又は ， 。 り 条約の同盟国以外の 国の領域内でその 政府等若しくはその 許可を受けた 者が開設 

会する国際的な 博覧会であ って特許庁長官が 指定するものに 出品することにより ，第 29 条第 1 

項 各号の一に該当するに 至った発明について ，その該当するに 至った日から 6 月以内にその 者 

が特許出願をしたときも ，第 1 項と同様とする。 ( 改正， 昭 40 法律 81, 昭 4f 法律 91) 

4  特許出願に係る 発明について 第 Ⅰ 項 又は前項の規定の 適用を受けようとする 者は，その旨を 

記載した書面を 特許出願と同時に 特許庁長官に 提出し，かっ ，その特許出願に 係る発明が第 1 

項又は前項に 規定する発明であ ることを証明する 書面を特許出願の 日から 30 日 以内に特許庁長 

官に提出しなければならない。 

Ⅹ LIJ  C 学術団体の指定 ] 特施規 第 2 章， 11 Ⅱ [ 博覧会の指定 ] 特施規 第 2 章の 2, [ 条約上の義務 3 
条約 11, 「Ⅳ コ C 適用を受けようとする 場合の手続 ] 特施規 27 の 3 

一 11  一 



  

日本学術会議だより 脆づ 

  

  
「日本高齢社会総合研究センター ( 仮称 ) の設立に 
ついての提言」を 公表 

昭和 61 年 8 月 日本学術会議広報委員会 

本会議高齢化社会特別委員会は ，このたび，「日本高齢社会総合研究センター ( 仮称 ) の設立についての 提言」を 
とりまとめ，本会議運営審議会の 承認を得て，公表いたしました。 

今回の「日本学術会議だ よ り」では，この「提言」の 概要に加えて ，本会議と学・ 協会とを結び 付ける上で重要な 

役割を果たしている 研究連絡委員会の 概要等を紹介し ，また，本年 9 月に開催を予定している 本会議主催の 公開講演 
会 は ついてお知らせ い たします。 

「日本高齢社会総合研究センター ( 仮称 ) 
究 ・委託研究を 行い，できうれ ば 研究助成も行いたい。 

の 設立についての 提言」 ( 概要 ) 
㈲いずれの研究，調査も ， 心 要な研究者で 随時編成するプロ 

昭和 f61 年 5 月 26 日 ジェクト・チーム 方式によって 組織する。 

日本学術会議高齢化社会特別委員会 (3@ 学 ，省庁，自治体，企業体，その 他の研究機関から ， 外 

今日，高齢社会への 移行の問題が 大きく取り上げられている 国人研究者も 含めて，短期・ 長期の流動研究員を 受け入れ ，研 
にもかかわらず ，我が国の研究体制は 国際的にみても 遅れてお 免 者と実務家との 交流をはかると 共に，研究者・ 政策担当者を 
り 、 とくに人文・ 社会科学の分野においてそれがいちじるしい。 養成する。 
そこで， この遅れを取り 戻して時代の 要請にも応えるために ， (4) また必須の活動として ，情報セクター「調査室」において 
我々は「日本高齢社会総合研究センター」仮称 ) の設立を提 
  高齢者調査と 高齢社会化過程の 追跡調査を行う。 
吾 したい。 

5. 研究の機構 
l . 総合研究センタ 一の目的 

次の諸セクターから 構成される。 

すでに日本学術会議は ，昭和 55 年，「国立老化・ 老年病セン ㈲研究セクタ コ (2@ 報 セクター ( 調査室・資料室 ), ㈹ 研 
ター」設置についての 勧告を内閣総理大臣あ てに行っている。 修 セクタ コ (4) 公開活動セクター ， (5@ 隣 交流セクダー 
この医学・生物学を 中心とする研究・ 診療型センターと 緊密な 

連携を保ちつっ ， 本 「日本高齢社会総合研究センター」は ，人 このような構想の 下に， 本 「日本高齢社会総合研究セン 
文 ・社会科学を 中心として， (l@ 齢 社会の構造問題， (2@ 齢層 ダー」は，高齢社会に 関する研究を ，人生 80 年段階の文明史的 
をめぐる総合政策，㈹ 高齢者の生活課題を 総合的に研究するも 意味の究明を 含めて行っていく。 
のであ る。 また． ホ センタ一における 研究は 3 つの原則，すな 

わち (1@ 捕者主体の原則， (2@ 域特性の原則，㈹ 国際交流の原 
則を重視する。 「中性子回折・ 散乱研究の推進に 関する意見 
2. 当面の研究 課頓 と活動 一物理学，結晶学双 研 連の意見」を 発表 

(I@ 域福祉・在宅福祉との 関連におけるソーシアルケアの あ 本会議物理学，結晶学双研究連絡委員会は ，このたび，「 中 
0 万， (2@ 齢 社会における 全年齢層の生涯学習体制の 確立， (3) 佐子回折・散乱研究の 推進に関する 意見」をとりまとめ ，水合 
70 歳まで働ける 雇用体制づくり ， (4) 健康で自立的な 高齢者の社 議 運営審議会の 承認を得て， 両 委員会委員長の 連名で，関係 機 
全的役割の重視。 またこれら以外に ， ㈲高齢社会に 関する研究 関 へ送付した。 

者 ・実務専門家・ 政策担当者など キ - パーソンの養成， (6@ 齢 
者 ，わけても 75 歳以上の後期高齢者の 生活実態と生活意識の 全 く 「意見」の概要 ノ 

国 的及び国際的調査．ならびにモデル 調査地域における 高齢 社 現在， 日本原子力研究所において ， 改 JRR 一 3 研究用原子 

合札過程の追跡調査の 実施も心要不可欠なものであ る。 炉の建設が進められているが ，この原子炉の 利用は，物理学， 

3. 総合研究センタ 一の性格 結晶学はもとより ，関連諸分野における 中性子回折研究に 重要 

な 寄与を果たすものと 思われる。 
(1@ 律 にもとづく独立性の 高い法人とする。 一方，この原子炉には ， 原 研の外に，東京大学物性研究所， 
㈲国の出資に ょ 8 基金を基礎として 設立されるが ，そのほか 東北大学理学部等が 多数の各種測定装置を 設置する計画がなさ 
にも一般寄付，研究受託費などを 加えて弾力的に 運営する。 れている。 

(3) 人文・社会科学を 中心とする全国的なネットワーク 型の中 物理学および 結晶学 両 研究連絡委員会は ，これらの研究機関 
枢的 研究センタ一であ って，官庁や 大学の付置型ではない。 等によって 改 JRR 一 ..i を利用する中性子ビーム 実験装置が設置 

4. 研究の連用 
されることが ，我が国の基礎科学の 進展に極めて 大きな意義を 

もつことにかんがみ ，この計画が 遅滞なく達成されるよう ， 関 

(1 研究・ 謂 査は総合研究センタ 一の自主研究のほか ，受託 研 係 各方面の御配慮をお 願いする次第であ る。 
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我が国における 学術研究の推進について 
一大学院の充実等を 中， b として一便 望 ) 

次の代を担う 若い人達をどうしたら 立派に育成することがで 
きるかという 問題は，その 国の将来を決める 上で重要であ る。 

日本学術会議においても 第 13 期活動計画の 中にこの種の 問題の 
重要性をうたっているが ，これからは 経済的のみならず 学術的 
にも大きく世界に 貢献する立場に 置かれているだけに ，独創的 
な若い人達を 育成する必要が 一段と強まっている。 
学術研究推進のための 一つの大きな 柱として若い 研究者の育 

成，特に大学院の 充実等を中心としてまとめる 際 ，むずかしい 
基本的な問題点は ，学問分野によって 事情が著しく 異なるが， 
今回の「要望Ⅰはおおむね 各分野に共通する 問題であ り緊急性 
の高 い ものにしぼってまとめた。 その中では学問の 急速な進歩 

に対応し得る よう ，長期的展望にたって 大学院 ( 必要な人員， 

設備，建物面積や 経常費等 ) を抜本的に強化充実を 図る必要性 
を強調し，さらに 大学院における 人材養成について 基本的問題 
を踏まえて，大学が 大学院の内容を 自主的に検討し．改善すべ 
き   占は積極的かつ 的確に実現していくことが 必要であ る。 

一方研究者の 層をもっと厚くし ，研究基盤を 強化し ， 特に基 

礎的科学の分野の 充実を図ることが 急務であ る。 研究者の交流 
その他，種々の 問題があ るが，一つの 新しい建設的提言として 
地域的研究機構の 設立があ る。 研究機器が年々性能が 向上する 
と 共にその価格が 高くなる情勢 下 において，効率よく 使う仕組 
みが要求されている 今日，日帰りで 使える地理的範囲に 先端的 
機器を配置すると 共に，その場を ，その地域に 特徴的なしかも 
世界的レベルの 独創的研究を 育成する場とし・ 研究者の日常的 
交流・協力を ，国内，国外，産官学の 広い範囲にわたって 図ろ 
うとするものであ る。 その他年々加速度的に 盛んになる国際交 
流についても ，特に若い研究者達が 日常的に国際的競争の 場の 
中で育成される 条件を整えることが 重要であ る。 

この要望は大学院の 充実という・ 考えようによっては 当然の 
事柄が，現在あ まりにも不十分であ る現実を前にして．国に 対 
して，また大学自身に 対して出されたものであ る。 
詳細は，日本学術会議月報 11 月号を参照されたい。 

広報協力学術団体の 申込について 
本会議では，第 101 回総会で内規の 一部改正が行われ ，従来 
の 「連絡 学 ・協会Ⅰは，名称を「広報協力学術団体」と 改め ， 

資格要件も大幅に 緩和されました。 「広報協力学術団体」とは 
本会議活動の 周知を図るとともに ，各分野の学術研究団体との 
緊密な連絡・ 協力関係を維持し ，強化するため 広報活動に協力 
してもら う ために指定する 団体です。 詳細は事務局にお 問い合 
わ せください。 

なお，登録学術研究団体，従来からの 連絡 学 ・協会は自動的 
に 指定されたものとみなします。 

        

自由討議 一 高度情報社会の 展望と課題 一 

この自由討議は 今期に設置された・ 高度情報社会特別委員会 
のメンバーが ，個人の立場で・ 来るべき高度情報社会の 展望と 

課題についての 意見を発表したものであ る。 第 3 部竹内 啓 

( 可能性と展望 ), 第 5 部平山 博 ( 技術的展望と 問題点 ), 第 
2 部正田 彬 ( 人権 ), 第 4 部坂井和之 ( 人間 ). 第 1 部 東 洋 
( 教育 ) の各会員がそれぞれ 付記したサ ブ テーマについて 問題 

を提起した。 これに続いて ，第 7 部梅田洋一郎 ( 医学・医療 ), 
第 6 部飯田 格 ( 情報と図書館 ) の各会員からコメントが 提出 
された。 

すべての部にまたがる 広汎な分野からの 発表であ るから， そ 

の 対象・論旨は 多様であ ったが，あ えて要約すると 以下のよう 

であ る。 

これまでの「 人 」と「 物 」の社会に，これらと 独立して「情 
報」が生まれた。 情報の処理・ 通信 ( 伝送 ), 記憶の超高速， 
巨大化と認識・ 識別の高度の 発展により，労働形態・ 教育・医 
療も含めて社会を 大きく変化させることが 予想される一面・ 人 
権 ・人間疎覚を 始めとする影の 部分にも十分に 配慮する必要が 
強調された。 

なお，この自由討議は 別途刊行される 予定であ る。 

財団法人日本学術協力財団設立 
日本学術会議と 密接に連携しつつ ，本会議の成果を 国民に還 

元 するため出版事業や 国際会議の計画策定などを 行 う ㈱日本学 

術協力財団 ( 〒 106  東京都港区西麻布 3 一 24 一 20TEL0 目 40 

3)2860) が 10 月 17 日，内閣総理大臣所管の 公益法人として 設立 
されました。 

この財団は事業の 一 っとして，日本学術会議総会時における 
自由計議等を「自学双書」としてシリーズで 発行・販売するこ 
とにして お り・当面，脳死をめぐる 諸問題 (11 月初句発行 ), 
21 世紀の学術 (12 月中旬発行予定 ) 及び高度情報社会の 展望と 
課題 (2 月中旬発行予定 ) が予定されています。 

学術研究団体調査についてのお 願い 

日本学術会 譲 事務局では，昭和 B1 年 7 月 1 日現在で全国の 学 
術研究団体 ( いわゆる 学 ・協会 ) の調査を実施しています。 

この 訴査は ，全国の学術研究団体の 最近の活動状況を 把握す 

ることを目的としており ，主要な項目については ，「総覧」と 
して刊行することを 計画しております。 

当事務局で承知している 各学術研究団体には・ 既に調査依頼 
を行っておりますが。 最近発足した 学術研究団体などで 調査依 

頼が未着のところがあ りましたら，当事務局推薦管理事務室あ 
てに御連絡くださる よう お願いします。 

        

公開講演会開催のお 知らせ 
女 中込方法 : 往復はがき ( 住所，氏名を 明記 ) 定 夫 員 300 人 ( 先着順 ) 

本会議は， 9 月 27 日「 2H 世紀の学術」をテーマとした 公開講 
演 会を開催したが ，第 2 回目の公開講演会を 次のように企画し 

ているので，多数の 方々の 御 来場をお願いしたい。 

夫 テーマ 学問の自由と 科学者の責任 
昔 日 時 昭和 62 年 1 月ぬ 日 ( 土 )13 時 30 分一 17 時 
夫 会 場 日本学術会議講堂 
夫 演題及 び 演者 
0  科学研究の環境と 科学者の責任 ( 大木道 則 第 4 部会員・ 
東京大学理学部教授 ) 

0  学問の自由と 教育の自由 ( 大田 克 第 1 部会員，東京 
大学名誉教授 ) 

0  生命科学の進歩と 科学者の責任 ( 渡辺 格 第 4 部会員． 
北里大学衛生学部教授 ) 

百 申込締切 日 : 昭和 62 年 1 月 17 日 ( 土 ) 
女 中 込 先 : 〒 106  東京都港区六本木 7 一 22 一 34 

日本学術会 誰 事務局庶務課講演会 係 

多数の学協会の 御協力により ，「日本学術会議だ よ り」 

を掲載していただくことができ ，あ りがと う ございます。 

なお，御意見・お 問い合わせ等があ りましたら下記まで 
お寄せください。 

〒 106  港区六本木 7 一 22 一 34 
日本学術会議広報委員会 
( 日本学術会議事務局庶務課 ) 
電話 0 3 (4 0 3) 6 2 9 1 
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日本学術会議だより № 3 

第 13 期初めての勧告・ 要望出る 
昭和 61 年 11 月 日本学術会議広報委員会 

日本学術会議は ， 去る 10 月 22 日から 24 日まで第 101 回総会 ( 第 13 期の 4 回目の総会 ) を開催しました。 

今回の「日本学術会議だ よ り」では， 今 総会で採択され ，政府に勧告した「国立代用臓器開発研究センター ( 仮 
称 ) の設立について」及び 要望した「我が 国における学術研究の 推進について 一大学院の充実等を 中心として 一 」を 

中心として，同総会の 議事内容をお 知らせします。 
また，来年 1 月に開催を予定している 本会議主催の 公開講演会等についてお 知らせします。 

回 国立代用臓器開発研究センター ( 仮称 ) 

総会はその初日に・ 会長からの経過報告，各委員会報告に 続 
の設立について ( 勧告 ) 

き ，規則などの 改正，勧告・ 要望の提案がなされ ，午後の各部 人体のあ る臓器が障害を 受け，従来の 治療によっては ，もは 
余 での審議の上， 2 日目午前中にこれらの 採決が行われた。 な やその機能の 回復が不可能になった 場合には・当然・ 死に至る 
お ，前日， 21 日午前に全員が 出席する連合部会が 開催され， こ わけであ るが，近代医学は ，その臓器の 機能を他のもので 代替 
れらの案件の 予備的な説明・ 質疑が行われた。 3 回目は午前中， することによって ， 未だ完全の状態と 言えないまでも 生命の維 

常置委員会，午後は 特別委員会が 開催された。 持を可能にしている。 その一つの手段が 人工臓器であ り， も う 

総会の冒頭に 先に逝去された ，第 3 部会員高宮 晋氏 ( 部 一つが臓器移植であ る。 両者は代替という 同じ目標を持ちなが 
長 ) を 追悼した後，新たに 任命された野口 祐 会員が紹介され ら， 全く異なった 研究アプローチで．それぞれ 独立したテーマ 
た 。 また，チェル / ブ イ リ の原子力発電所事故について ，原子 として発足し ，今日の進歩をみている。 例えば腎臓移植と 人工 
カ 工学研究連絡委員会委員長から 8 回の会合における 検討に基 厳器との関係では ，両者の技術は 全く異なっている。 しかし． 
づく，この 研 連の見解「原子力の 平和利用と安全性 コが 委員長 慢性腎不全の 治療における 両者の相補的効果は 極めて高いもの 
の国際原子力機関での 事故調査検討状況と 共に報告された。 であ る。 人工臓器と臓器移植とはあ たかも車の両輪のような 関 
総会で決定された 事項は，すべて「日本学術会議月報」 11 月 係 にあ るので，医療の 場において両者を 一体化した医療システ 
号 に詳しく掲載されるので ，正英な項目の 説明にとどめる。 ま ムが 強く要求されている。 

ず ・ 第 Ⅰ常置委員会で 鋭意検討されてきた．会則の 改正，規則 この ょ うな関係にあ る両者を合わせ ，代用臓器と 呼んでいる 

及び 内 視等が次のように 採択された。 会則の改正は ，「衛生学 が ，この研究が 今後飛躍的に 進めば，臓器疾患に 悩む患者の治 
研連 」から「環境保健学研 連 」への名称変更であ る。 規則の改 療 に貢献することは 間違いない。 一方これら研究の 我が国の現 

正は ・昭和 63 年度の第 U4 期会員推薦手続きの 手直しであ って． 状 をみると・個別的に 極めて優れた 成果を挙げているものもあ 
その第 1 は，学術研究団体 ( 学 ・協会 ) の登録に際し ，従来の るが，全体的にはまだ 十分の研究体制が 整っているとはいえな 
方式に加えて 会員名簿などの 添付を要請すること ，会員推薦の い 。 その理由を考えてみると ，臓器移植の 面では，臓器取得に 

場 となる「推薦 研連 」に登録する 学 ・協会を確保する 方策など 関連して，我が 国の脳死問題を 含む死の判定等人の 考え方の相 
であ る。 第 2 は，この登録された 学 ・協会が会員候補者を 届け 違に 基づくと 思 、 われる問題が 大きいことであ る。 人工臓器の面 

出る際の記載事項を 追加して，推薦人の 判断資料を充実させる では，基礎材料の 研究に始まり ，エネルギ コ エネルギ一変換   
ことであ る。 最後に推薦 研連 が熱工学研連から 機械工学研 連へ ・ 機構，駆動機構や 臓器機能の制御システムの 開発などは，各方 
衛生学研連から 環境保健学研 連 へと変更された。 野の専門家による 有機的な組織のもとでの 研究が必要であ るに 

内規の改正は ，日本学術会議の 活動の周知 と学 ・協会との 連 もかかわらず ，そのような 研究体制が我が 国にはなかったので 

絡 ・協力を維持・ 強化するために・「連絡 学 ・協会」の名の 下 あ る。 

に 多くの 学 ・協会との緊密な 連絡を保ってきたが ，今回， これ 医学・薬学・ 生物学・理学，工学．農学にわたる 分野の研究 
を 「広報協力学術団体」と 改称し，別項のようにさらに 広い範 者が緊密な協力研究を 行い，臓器置換を 安全に．有効に 行うた 
囲 の 学 ・協会と連携を 図るようにしたものであ る。 め 生体生理機構を 解明しつつ，システムとテクノロジーを 確立 

特別委員会のうち ，国際協力事業 特 委は任務を終了したので ， することが緊急に 必要と考えられる。 ただ本研究は 臓器置換と 
それに代わり ，人材養成などを 含めて総合的・ 学際的・広域的 いう生命の尊厳に 係わる医の倫理問題が 関係しているため ， 本 

な 地域の研究機関のあ り方を検討するために ，「地域の研究 推 研究センタ -0% 常 には，人文社会科学系の 方々の参加を 求め ， 
迫持 委 」が設置され ，直ちに委員を 選出して活動を 開始した。 また，本研究センク 一内の活動に 係わっては．研究者の 倫理的 
本 総会では，第 7 部提案の「国立代用臓器開発研究センター   思考の行き過ぎを 抑制し，社会の 理解を深めるなど 医の倫理を 
( 仮称 ) の設立について ( 勧告 ) 」，第 4 常置提案の「我が 国にお 検討する粗織の 設置を計画し ，運営機構が 一方では開発研究に 
ける学術研究の 推進について 一大学院の充実等を 中心として 一 あ たって独創的研究を 積極的に推進し ，臓器置換という 医療が 
( 要望 ) 」が採択され ，直ちに内閣総理大臣始め 関係諸機関等に ここに飛躍的に 進展するよう 期待したい。 

送付した。 これらの詳細は 別項 及ぴ 月報所載のとおりであ る。 詳細は日本学術会 識 月報 11 万号を参照されたい。 
第 2 日目午後，「高度情報社会の 展望と課題」について 自由 
討 識を行った。 ・ 
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研究連絡委員会 ( 略称「 研 連りとは ? 2. 研 連の構成と 研連 委員の任期 

今回の内規では ，研道 は ，関係する日本学術会議会員 ( 以 

日本学術会議 法 により，科学に 関する研究の 連絡を図り ，そ 下 「会員」というりのほか ，原則としてその 研連 と関係あ 
の 能率を向上させることが・ 本会議の棚 務 の一つとして 定めら る学 ・協会 ( 正しくは，登録学術研究 団 偶や他の研 連 寺の 
れている。 そして，そのために 必要な事項を 調査， 審護 する 目 推薦により委嘱された 者によって構成されることとしている。 

的で， 180 の研究連絡委員会 ( 以下，「 研連 」という。 ) が設置 ちなみに，現在の 委員定員総数は 2,370 人であ る。 
されている。 また， 研連 委員の任期については・ 日本学術会議 法にょ 0 3 

去る 4 月の第 100 回総会では「日本学術会議の 運営の細別に 年の定めがあ るが．任期の 通算制限については 会員と異なり・ 

関する内規」 ( 以下「内規」という。 ) が制定されたが ，この中 法 には規定がな い 0 そこで今回の 内規では・ 研 連の活性化をは 

で研連は ついては， とくに一章を 設け総括的な 規定をした 0 所 かるという 観   占から会員と 同様の運用を 行うことになり・「 通 

連は ついては，多くの 学 ・協会の方々にとって 関心が深いと 考 算 3 任期まで コ という規定をしている。 ただし・会員在任期間や 

えられるので ，上述の規定を 中心に関連する 規定の大略を 以下 国際学術団体の 役員等特別な 事由があ る場合の期間は 除かれ 
に 紹介する。 るし ．第 12 期以前の在任期間は 算入しないこととしている。 

l . 研 連の職務など 3. 研 連の審議成果の 発表 

日本学術会議 法 第 15 条により，「・…‥科学に 関するり手先 研連 での審議の結果，得られた 成果については ，委員会報 
の 領域」及びィ 重要な課題」ごとに             」 研 連を設置するこ 吉書としてとりまとめられて 配布されたり・また ， 研連王催 

とが規定されているため ，今回の内規においては ， 研連を ( 関係学・協会との 共催が多い ) のシンポジウム・ 講演会 等 
「領域別所 連 」と「課題別冊 連 」の 2 つに 分類し，それぞれ で 報告されたりするが ，それらの中で 重要な事項については・ 

の 職務を区分している。   春秋 2 回の総会の決定を 経て，勧告，要望あ るいは声明等と 
(1@  「領域別所 連 」の職務は ， 次のとおりであ る。 して，日本学術会議 各 で外部へ出されることもあ る。 
関係する学術研究領域についての ，①学術の現状及び 艮 さらに，今回の 内規により， 前 ぺ ー ジの物理学・ 結晶学 両 

期的 動向の把握 ②将来計画の 立案及び研究条件の 整備の 研 連の「意見」のように．緊急、 を要する時には ，おおよそ 毎 
検討 ③国内における 研究機関又は 学術研究団体 ( 学 ・ 協 月 開催されている 運営審議会の 承認を経て， 研 連名で外部へ 
会 ) との連絡調整 の国際学術団体の 国内委員会又はこれ 発表することができるようになった。 
に 準ずるものとしての 職務 ⑤その他 

      「課題別所 連 」の職務は・ 次のとおりであ る。 なお，今回の 内規では，会員の 推薦には直接に 関係のない 
①重要課題についての 将来計画の立案及び 研究条件の整 研連 本末の職務や 構成等について 定めたものであ る。 第 14 期 
備の検討 ②複合又は学際分野の 研究の促進のための 研究 の会員の推薦に 関係するいわゆる「関連 研連 」に っ いては， 

の 連絡の調整 ③国際的協力事業等に 関する国内委員会 又 見直しを行っていて ，来る 10 月の輪 会 で必要な措置をとるこ 
はこれに準ずるものとしての 業務 ①その他 ととしている。   
灸日本学術会議主催公開講演会 - 「 2H 世紀の学術」一の 開催のお知らせ 時   

本会議は・ このたび学術の 成果を国民に 還元するという 日本 には個々の人間の 創造活動を重視し ，創造性の発揮 
学術会議法の 趣旨に沿 う ための活動の 一環として，本会議主催 のための条件を 明確にする必要があ る。 そこで人間 

の公開講演会を 開催することにした。 学的立場からこの 課題にアプローチしたい。 

今回の公開講演会は ，本会議の第 13 期活動計画の 中でたてら 3. 学術研究における 国際性 
れている 3 つの 重七 課題に沿いつつ ， 21 世紀を目指した 学術の 西川 哲治 ( 日本学術会議会員・ ミ エネルギ一物理学研 
今後の展望を 考えるという 構想に基づき ，次のように 企画され 充所長 ) 
ている。 講演要旨 : 加速器などにおける 国際協力に関して 講演 

多数の方々の 御 来場をお願いしたい 0 者 自身の体験に 基づき，その 在り方，問題点，今後 
の展望などについて 考える。 

日 時 : 昭和 61 年 9 月 2,7 日 ( 土 ) 
lm 時 30 分一 17 時 ◆申込方法 : 往復はがき 推所 ，氏名，郵便番号を 明記 ) 

会 場 : 日本学術会議講堂 ◆定 員 :300 人 ( 先着順 ) 
( 東京都港区六本木 7 一 22 一 34) Ⅰ申込締切目 : 昭和 f61 年 9 月 20 日 ( 土 ) 
( 地下鉄千代田線，乃木坂駅下車 1 分 ) ◆申 込 先 : 〒 106  東京都港区六本木 7 一 22 一 34   

演題と講演者 日本学術会議事務局庶務課講演会 係 
@ これからの科学の 望ましい在り 方 
近藤 次郎 ( 日本学術会試会長 ) 
講演要旨 :20 世紀の科学の 発展を回頑し ，この趨勢で ， 多数の学協会の 御協力により ，「日本学術会議だより」 
これからの科学・ 技術がどのようになるかを 予測す を 掲載していただくことができ ，あ りがとう こ ざいます。 る 。 19 ㎝年のオ ウエンスのような S F を描く。 そ し なお，御意見・お 問い合わせ等があ りましたら下記まで 
て 人間の幸福とは 何かをも う 一度考え，環境・ 資源 お 寄せください。 

などから見た 科学・技術の 在り方を考える。 〒 106  港区六本木 7 一 22 一 34 
2. 創造的人間とその 条件 日本学術会議広報委員会 
水明 寛 ( 日本学術会 諒 会員・早稲田大学教授 ) ( 日本学術会議事務局庶務課 ) 
講演要旨 : 学術会議は，「創造的な 基礎的研究の 推進」 電話 0 3 (4 0 3) 6 2 9 1 
に 積極的に取り 組むことを宣言している。 そのため 
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会 員 異 動 ( 昭和 61 年 6 月～ 
 
 

く 新入会氏名 ノ 

松 田 素 子 

井 上 広 瀬 

仁 木 雄 三 

田 口 茂 敏 

小 野 球 乙 

伊 藤 喬 

内 山 三 郎 

阿 部 道 生 

藤 岡 英 輝 

く 住所変更 ノ 

武 内 考 平 

円 谷 裕 一 

小 栗 佳代子 

鬼 武 一 夫 

栗 原 一 茂 

田中裕一郎 

松 本 え み子 

山 崎 正 博 

三 田 雅 敏 

橋 戸 和 夫 

所 属 ( ①テーマ ②材料 ) 

愛知県心身障害者コロニー ①哺乳類脳の 形態形成機構の 解析 

発達障害研究所 ②ラット マウス 

日本水産㈱中央研究所 ① 魚 卵の発生学 卵細胞への外来遺伝子導入 

②魚類 

茨城 大 ・ 理 ・生物 ①生殖細胞形成等 

② キ イロショウジョウバエ 

慶応・ 医 ・生物 ①発生 

② メダ ； 

信州大・ 農 ，畜産 ①鳥類 胚の力 ルシ，ウム代謝 

②ニワトリ ウズラ 

新潟県立十日町高校 ①発生過程における 誘導現象 

②ヤマアカガエル 

独協医大・生物 ①細胞性粘菌の 分化 

② タマホコりカビ 

福山大・ エ 。 生物工学 ①発生，休眠等における 決定因子の探究 

②緑虫 カイコ等 

都立大・ 理 ・生物 ①両生類 卵 初期発生での 卵割面決定にお ょぱす 

重力の影響 

広島大・生物圏科学 ① 胚 発生過程における 細胞増殖調節 

②ニワトリ 

新 住 所 

大阪府立 堺 面高校 

北里大・ 医 ・解剖 

国立名古屋病院・ 臨床 研 

山形大・ 理 ・生物 

琉球大・ 医 ・ 二解 

㈱本田技研・ 和光 

東大医科研・ 微細形態学 

秋田犬・ ミ ・ 一解 

帝京大・ 医 ・一生化 

( 自 ) 〒 532  大阪市淀川 E 京三国 5-15-24-301 

秋 元 義 弘 杏林・ 医 ・ 二解 
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西 田 有 功 愛知県がん セ ソタ 一 研究所・分子生物 

小 田 隆 治 北里大・ 医 

木 下 清一郎 埼玉医大・生物 

関 口 晃 一 ( 白 う〒 347-01 埼玉県北埼玉郡騎西町 牛重 354 

渡 辺 亘旦 コ @ Ⅰ J   東北大・教養・ 生物 

唐 沢 容 子 防衛医大・眼科 

  

大 原 たか れ 国立神経センター・ 代謝研究 

武 居 幸 子 名古屋大・医療技術短大部 

      畠 有加利 東大・ 薬 ， 薬 

MINDA@ J ， FORMACION DEPT@ OF@ ZOOLOGY 

NATIONAL UNIV OF SINGAPORE 

MINEO@ IWATA DEPT@ OF@ ZOOLOOGY 

UNIV OF WASHINGTON 

く 退 会 ノ 

底 部 知 久 

石 黒 誠 一 

木 戸 哲 二 

( 二重登録のため ノ 

ク 
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( 賛助会員コ 

組織培養はパイン " クスコーニンバの 岩城硝子㈱ ( 〒 100 千代田区丸の 内 3 づヰ ) 

T  E  L  03 一 214 一 7401 

生物学・生態学洋書のことならヴリーン 洋書㈱ ( 〒 211 川崎市幸区小倉 610-1-506) 
T  E  L  044 一 i533 一 0470 

日製産業株式会社 ( 〒 453 名古屋市中村区 名駅 4-6%8  名古屋ビル 内 ) 

発生学をはじめとする 生物科学書の 出版社・ 培 風蝕 ( 〒 102  千代田区九段南 4-3 Ⅱ 2) 

最良の選択ファルコソ 組織培養器具ベクトン・ティッキンソン。 オーバーシーズ Inc. 

( 〒 107  港区赤坂 8-5-84  島藤 ビル )  T  E  L  03-403-999D) 

マウス・モノクローナル 抗体 ( ア P 抗体 )  は明治乳業㈱ ( 〒 104  中央区京橋 2-3-6) 

T  E  L  03-271-4333 

三菱化成生命科学研究所 ( 〒 194 町田市南大谷 11) 

科学の技術に 奉仕する理工学社 ( 〒 113 文京区 本 駒込 5-9 円 0) 
TEL  03-928-5211 

次代を担うバイオテクノロジ 一和 研薬 株式会社 ( 〒 606 京都市左京区北白川西伊織 町 25) 

タイプ別コラ ーゲソ 抗体は㈱アドパンスヘ ( 〒 103 中央区日本橋小舟町 5-7) 

TEL  03-667-1551 

バイオテクノロジ 一で未来をひらく㈱バイオ 科学研究所 ( 〒 990 山形市城西町 5-34-5) 

TEL  0236-44-5030 

( 株 ) 武田薬品工業中央研究所 ( 〒 532 大阪市淀川 E 十三本町 2-17-85) 

0 含有元素の組成は 外洋水の分析 値によ る。 
0 完全に溶解する。 
0 水質は極めて 安定。 自然海水のようなバラッ キ がない。 
0 研究の目的により 色々の種類があ る。 
0 殆 んどすべての 海の生物に使用できる。 

0 世界各国で広く 使用されている。 
金 価 格 ( 送料 別 ) 209 用 5 せ m U Ⅰ Tm 

Jamarin S 2,000 同 1,000 円 オートクレーヴィン グ で 蒋る 

Jamarin@ U 1,600 円 800 円 一般用 
Ca-free@ Jamarin 1,500 円 750 円 
Ca ， Mg ， free@ Jamarin 1,500 円 750 円 
Sulfate ， free@ Jamarin 1,500H  750 円 

お間合わせ、 ご 注文は直接下記へお 願いします。 

一 
〒 536  大阪市城東区 鴫野西 2 丁目 11 番 5 号電話大阪 (06)968 一 3154 
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生物研究関連機器 

  

  

加熱冷却ユニット 
クーラー・ヒーターはチタン 型。 淡水はもちろん 海水や薬品 液 

にも使用できる 高性能の循環式小型加熱冷却装置です。 

恒温ポツクス 
四面全面加熱冷却の 新方式による 高性能の恒温 ボ 。 クス。 

庫内は精度よく 一定湿度に保たれます。 

ff?@ a 
HC061A-3 

HC101A-3 

HC131A-5 

HC201A-5 

HC301A-5 

HC401A-5 

ク   -   
65H 

100H 

130H 

200 Ⅱ 

300H 

400W 

C-y- 

300W 

300H 

500W 

500H 

500w 

500W 

概略水量 
120  1 

160  1 

260  1 

360@ 1 

670  1 

1000  1 

価格 
年 196,00O 

葉 207,000 

手 220 ， 000 

%237,000 

サ 298,000 

ヰ 385,000 

温度コントローラー 
温度を精度良く 一定に保つことができます。 循環ポンプなどの 

使用に便利な 予備コンセント 付き。 替親付きなど 各種あ ります。 

國 
形式 設定方式 温度指示 温度目盛 制御方式 価格 
TA200 米 アナロバ なし 吋 0 ～ 60 で 二位置 926,000 

TA2O1-S アナロバ 全指示 0 ～ 50 。 C 二位置 v38,000 

TD202 米 デジタル 偏差指示 0 ～ 99.9 。 C  二位置 v29,000 
TA300 円 アナロ ク   なし 0 ～ 50 。 C  三位置 437,000 
TA3O1-S  アナロク   全指示 0 - 50 。 C  三位置 944,000 
TD302-S  デシタル 偏差指示 0-99.9 。 C  三位置 v48,000 

TD303-S  デジタル 全指示 0 ～ 99.9 。 C  三位置 v58,000 

注 ) 測温 抵抗体と併せてご 使用下さい。 

浜町 は サーミスター 測温体 v1,800( 空気用 ) ￥ 3,000( ホ用 ) 

無印は白金側 混体 シース材質 SUS304 %7,9O0 Ti vl2,000 

低温桓温循環水槽 
実験台上でも 使用できるよ う に極めてコンパクトにまとめた 低 

温恒温循環水槽です。 水温は低温から 高温までを任意に 設定す 

ることができます。 外部循環機能をそなえておりますので 桓温 

水槽のほか、 カラムの冷却、 保温など幅広い 用途があ ります。 

形式 :CT 65-800-S 

使用温度範囲 :0 ～ 50 。 C 
温度調節精度 止 0.l 。 C 
外形寸法Ⅳ 420xD380XH340 

槽内 寸油拍 153XH187 

冷凍機 :65w 

ヒーター :3OOW 

価格 は 250 ， 000 

1111111 

温度勾配 装俺 ( ウオーターパス ) 
温度調節水槽はそれぞれ 独自の温度に 設定できます。 

庫内に箱 が付きません。 従って乾燥しません。 
形式 :CTA 452-1 

外形寸法Ⅳ 700XD460XH440 

拍 内 寸法Ⅳ 380XD380XH350 

温度範囲 :10 ～ 40 。 C 
冷凍機 :100V 65H 

ヒーター :100V l00W 

蛍光灯 :32H 
タイマ -:24h 

電源 :ACl00V,50/60Hz 

価格 :V350,000 

ポータブルインキユベーター 
小型軽量、 持ち運びが容易です。 

庫内 は 精度よく - 定温度に保たれます。 
冷凍機 とヒ - タ - を 備えていますので 皮内を低温 (0 。 C) から 
高温 (40 。 C) まで任意の温度に 設定することができます。 

電源は交流・ 直流両用です。 車載用として 搬送、 野外での使用 

の他研究室内で 利用することができます。 透明蓋付もあ ります。 
形式 :CTM 305 , cTH 306 

外形寸法 :681X86OXH873 

槽内 寸蜘 350X280XH260 

価格 :V187,000(l2V 用 ) 

9189,000(24V 用 ) 

形式 :CTH 405 , CTH 406 

外形寸法 :631X860XH480 

槽内寸法 :350X266xH852 

価格 :v196,000(l2V 用 ) 

￥ 198.0q0(24V 用 ) 

  

水生生物課 境軽 前袋 直 
各種の魚介類が 飼育できます。 各機器はユニット 形式を採用。 

点検管理が容易です。 水槽、 加熱冷却ユニット、 温度コントロ 

ーラー、 フィルター、 循環ポンプなどは 全て海水仕様です。 

l ガラス本柏  
 

 
 

輻 鉄製架さ 

オ ー パ - フロ - 鼓宙 
フイルター 

祐臆 ポンプ 

加熱冷却ユニット 
温 度 コントローラー 

槍 水管 

本柏排水 

フイ ) レター排水 

精度の高 い 恒温が得られます。 温度の設定 は デシタル式。 形 式 水 槽 クづ @  卜卜 価 格 

振 とう装置付きもあ ります。 A@@     9.5-10U-5 900X500X450 100W 500% 早 459,000 

形式 :TGW- 八三通 )/TBH-6( 大連 ) ARA@9.6-131A-5@ 900X600X600@ 130H@ BOOH@ @663.000 

使用温度範囲 :0 ～ 50 。 C ARA12.5-131A-5@ 1,200X500X500@ 130H@ 500H@ @678,000 

温度調節精度 止 0 ． l 。 C ARA12.6-20U-5@ 1,200X600X600@ 200H@ 500H@ @858,000 

槽内寸法 :150X260x150X3/x6 ABA15.6-301fl-10@ 1,500X600X600@ 300H@ l ， OOOW@ VI ， 005,000 
冷凍機 :65W ARA15.7-401A-10@ 1,500X750x750@ 400W@ 1,000tt@ @1,297,000 

ヒ ・ - タ 一 :100WX0/x6 ARA18.6-30U-10@ 1,800X600X600@ 300H@ 1 ， OOOH@ @1,107,000 
価格 川 620 ， 000/ 早 780,00O ARA18.7-401A-10@ 1,800X750x750@ 400H@ 1.OOOW@ @1,475,000 

アクア株式会社 〒 141 東京都品川区西五反田二丁目 10 一 8 TELO3 一 495 一 5668 
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ライフインダストリ 一の三菱化成が 採血から 涙過 まで一貫国内生産 

最終 2 戸 過は手 」 ネ蚤 0 ． l 『 m の ノ ンブレンフィルター 使用 

生後 24 時間以内で初乳を 飲む前の新生侍牛から 採血 

生後 2 週間以内の新生侍牛から 採血 

成 l .5 才以上の牛から 採血 

Armour  Pharmaceutical Company  (U.S.A.) 製造 

ム 
Ⅰ 清 (Rehat Ⅲ n ⑪ 日 ． S,) 

中子 清 生後 l6 週間以内の仔牛から 採血 

何れもロットチェック 用 サンズ ル を提供致します ; 

三菱 イヒ Ⅰ女工業 廿 末武 会 ネ士医薬事業部 
〒 田 0 東京 き肝 代田区 九 の 力 2-5-2% 菱 ビル @  大阪支店化成品部門 名古屋支店化成品部門 

呑 03(283)679l( 直通 ) 
宕 06 に 08)456 Ⅸ直通 ) 宕 052(562)2556( 直通 ) 

東京支店化成品部門 九州支店化成品部門 
な 03(28 の 6 拍 0( 直通 ) S032(291)8891 
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Ⅰ高圧燕麦 も 成苗可能 
KM 含有 NaHCo,. 」． G ㎞不合 イーグル MEM 培地の 
4 高圧春気成苗可能 
KM 含有 NaHoo,   し -Gln.PR 不合 イーグル M 三 M 培地② 
Ⅰ高圧 茉 完成箇可能 
NaHoo.r.L-Qlrr.PR.KM 不吉 イーグル M 三 Mt 吉池③ 
4 高圧蒸気成箇可能 浮遊培養用 
KM 含有 NnHCo,. 」 -Qln 不合 イーグル M 三 M 培地① 

Ⅰ高圧蒸気滅菌可能 」 - ㎝ n. 」 -Ar 臼 ・」 - 」 ear. KM 」 -Met. 含有Ⅱ 」 丑 aHCo3 he 不合   イーグル M 三 M 培地⑤ 
Ⅰ高圧蒸気成苗可能 
NaHnnl. 」． -0ln 不合 イーグ   ] レ BM 三 土音 地 

イーグル M 日 M アミノ酸ビタミン 培地 

甘 NaHoo, 不合 
フイ ソ シヤ一の培地 

Ⅰ高圧蒸気滅菌可能 
KM 含有 NaHoo,. 」． G@n 不吉 

圧 S 培地 

Ⅰ NaHoo, 不合 ハンクス 液 ① 

Ⅰ NaHoo,.lPR 下金 
ハンクス 液 ② 

Ⅱ NaHoo, 不合 
ア - ル 液 

S
(
 

づ
窩
梗
 

塩
類
溶
液
 

P
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コ
 金
 
@
 

ベ
ッ
 

ル
 
ダ
 用

 
S
 
 
 
 
 
ソ
コ
 

 
 
 
 
且
タ
 

Ⅰ NaHoo, 不合 ダルベッコ 空 法イーグノリ 吾地 ① Ⅰ無菌凍結乾燥 
グルタミン 

日高圧蒸気成箇可能 
NaHooa ・ L-Gn@@ ダルベッコ空法イーバル 培地② 
田 NaHC0 ，小舎 l991 音 地 製造発売元 

Ⅰ NaHoo, 小舎 
ハム 円 2 培地 

Ⅰ NaHoo, 不合 

日大製薬株式会社 
RPMIl640 培地① 本 社 〒 l70 東京都豊島区巣鴨 2 一 Ⅱ 目 

Ⅰ高圧蒸気成箇可能 
電話 0 3 (9 l 8) 8 l 6 6 ㈹ 

NaHool. 」 --0ln 不合 RPM  Il640 培地② 営業所 東京・関東・ 大阪・名古屋・ 広島                                     
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NK 式 電気低温恒温 器 ( 

物 研究 
  

電気低温恒温 諾は 送風循環型 ) 
グラムで自在に 再現できます ソ 

 
 
 
 

 
 

 
 

姉
鵠
 

型
式
 Ⅹ
 
高
 

 
 

温 度 +5 セ +5 色 +5 せ 
範 囲 -45C 一 45 色 一 4si せ 

価 格 26 万円 30 ． 5 万円 32 万円 

米 その他いろいろなタイプがあ ります。 

 
 

N K 我人工気象 器 
植物の育成、 小動物 ( 昆虫 ) 飼育の本格派 ソ 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
姉
卸
 

 
  
 

温 度 +5 で +11 「 せ +5 せ 
    一 45 で -% で 一 45 せ 

価 格 温度のみ 度 @;                       
477 万円 73 万円 66 万円 

氷 その他いろいろなタイプがあ りま す 。 

N K 式 クリーンベンチ ( 垂直層流型 ) 

NKB 一 VS 一 8K0 

￥ 780,000 

NK く B 一 VS 一 1300 
￥ 880.000 

  

組立、 移設、 増設が思いのまま ソ 

画 
Ⅰ LH 型 十 5 で -45 で 
価格 1 坪 1,190.000 円 
より各種 

eLP 型 十 18%-45 で 

価格 1 坪 1,290.000 円 
より各種 

米 詳細はプレハブシリー 

ズカタログをご 請求下 
さい。 

NK 式 クリーンベンチ ( 垂直層流両面型 
無菌作業の能率アップに ソ 

Nl く B 一 VW 一 850 
￥ 1,200,000 

NKB 一 VW 一 1300 

￥ 1,500,000 

株式会社日 ィヒ 製作所 
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します。 

高度な研究活動に、 すぐれた器材の 

存在が欠かせないように、 そこ て     使 

われる器材の 開発にも高度な 科学技 

術と最新の手法力羽口便されています " 

フ アルコンは、 研究室におけるニー 

ズを先取りする 形 てさまざまな 細 # 哉 
培養器具を開発しており、 そこては、 

最新の科学的手法が 活用されてし せす 。 

コンピュータによる 製品開発・ 設言 ト 

システムは、 機能面、 品質面てすぐれ 

た製品づくりに 役立つております。 

材質面ずは、 研究室においてフルに 

，性能を発揮するように 開発され選び 

抜かれたものが 使われています。 

たとえ ぼ、 5 ㎝ e コニカルチユー プ   

フルーマックス (BlueMax) について 

は、 透明度と強靱さを 両立させるた 

め、 特別に開発した 共重合体ポリ ブ 。 

ロ ピ ンン を使用しています。 

ベクトン、 ディッキンソンの 品質 4 呆 

証 基準は、 合衆国の GMP によるガイ 

ドラインを上回っており、 また製品 

内のバラツキを 軸 くすためのプロセ 

スモニターは、 軍 仕様の基準による 

品質プロクラムを 使用し、 高い品質 

フれ 準を市街 果 しています。 

研究活動の最前線で   求められる信頼 
性の高 いぁ @ 哉 培養器具 
ファルコンは 先進の科学技 伸比 。 お応 

え い たします。 

ck Labw 描イ亘 
ンソ エ ア一車業部 
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末紫外部フィルターを 装着 ソ 

従来の可視部フィルタ 一に加えて 

紫 外部フイ ソ レターを装着しました。 

米コンピュータ 制御可能 ソ 

コンピュータによる 操ィ乍 および デ 

一タ取り込みができます。 

米 7 種類の測定表示モード ソ 

愛 (@ 大日本製薬株式会社 ラボラトトプロダク ッ部 〒 丁日 564 L  大阪府吹田市 大阪 (06)386 一 江 2l64( の本町 代表 33-34 ) 提携 0  円 ow  Ⅰ aboratoril 旧 s 4-8 
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力 M4UPiCH.2" 
ミニゲル電気泳動システム《ミューピッド -2 》 
従来のミューピッドにポリアクリルアミドゲル 調製用カバーが 

付きました。 ア ガロースゲル 同様、 簡便な使用が 可能となりま 

した。 

Ⅰ お 一人に一台以上。 

e 安全、 軽量、 簡単な操作。 

e 学生の実習用など 教材としても 最適。 超安価￥ 三 9,800 
米 部品の別売もしております。 (PAG ニ 調製用カバ て 電源及びゲルメーカーセットを 含む ) 

國 d りも s 。 ( 折山 ") 
DIAGNOSTIC@ DETECTION@ SYSTEM 

Ⅰ全血清 ( 留分 ) の凍結晶、 高 力価 。 

e 細胞骨格研究用等にお 使いください。 

品 名 ( 抗原由来 ) 特 異 性 

( ウサギ ) 抗 タイプ 1 . コラーゲン ヒト 及 ラットと交差あ り。 タイプ Ir 、 W コラーゲ 
(Anti Collagen,typeI) ( ウシ其皮 ) ，ノと 交差せず、 タイフⅢコラーゲンと 僅かに交差 

( 三ロ SA 法 ) 。 

( ウサギ ) 抗 タイプ 11 . コラーゲン ヒト 及 ラットと交差あ り。 タイプⅠ 、 Ⅲ 、 W コラー 
(Anti Co Ⅱ・ agen,typeIl) ( ウシ 関節軟骨 ) ゲンと交差しない (E 」 lSA 法 )0   
( ウサギ ) 抗 アクチン 非筋 細胞アクチンとも 交差する。 檀特異性は殆 と   

(Anti Actin) ( ニワトリ胸筋 ) なし。 

( ウサギ ) 抗 ミオシン 非筋 細胞ミオシンとも 交差する。 檀 特異 @ は殆ど 
(Anti Myosin) L ニワトリ胸筋 ) なし。   
( ウサギ )  抗 チュブリン 
(AntiTubLllin)  C  ラットⅡ 珪ミ ) 

ヒトと 交差する。 

( ウサギ )  抗 5.100 蛋白 
(AntiS-l00  Protein)  ( ウシ脳 ) 

ヒト 、 ラット、 マウス、 ウナギ と 交差する。 

( ウサギ ) 抗 黄体形成ホルモン ゆ (L.H- の ヒト、 ラット、 マウスと交差する。 
(Anti Luteinizing Hormone-@?)(Anti LH- の 

( ヒツジ下垂体 ) 

米 近日、 抗タイプⅢコラーケン・オタイプⅣコラ 一分 ノ ・ 抗 タイプ V コラーザ ノ 等を新発売いたします。 お間合わせは、 下記まで 

ご 連絡ください。 

拙 道元 ぬ 六 % 式台 a 土 アド / Ⅰ コユ 〒 l03 東京都中央区日本橋小舟町 5-7 %03(667)l55l ㈹ 

穏 販売元 モ 丸善 后 5 曲ⅠⅠ 千オ ケ き打 Ⅱ レ牡式 会は〒 l05 東京都港区芝浦 l-l-l( 東芝 ビ吃呑 03(798)3882 ㈹ 
    

一 25 一 



  

大型アクリル 水槽Ⅰ三尺 p 水槽Ⅰコンクリート 水槽●水槽用加熱・ 冷却ユニットⅠ運搬車輌用水槽Ⅰ付帯工事一式 

あ 気軽にお電話下さい。 

宕 東京 03(778)1751( 代 ) 
Ⅰ ax. 東京 03(775)8842 
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低温水棲生物生理実験装置 
低温水棲生物の 生理実験用装置。 極寒冷地の植物性・ 動物性プランクト 

ン， ウニ， ヒトデ，ヘントス 等に最適。 水槽・温度調節装置・ 照明装置 

を 装備。 6 増分離独立。 温度制御範囲は 一 5 。 c 一 +30 で。 照明装置 ( ク 

一ルレイランプ ，熱線吸収力ラス 使用。 高 照度 30,000 し ux 。 照度・照明 

時間の自由設定可能。 

卵稚仔 温度反応試験装置 
水生生物の卵・ 稚 仔の環境温度に 対する反応研究用に 最適の装置。 

試験管 88 本により環境温度勾配を 広範囲に一定保持。 実験対象の各 

部位置温度を 時間経過に従がって 記録。 照度も自由に 選べる照明 装 

置 。 小型多点温度記録装置か 特長てす。 

卵稚仔 温度反応試験装置用馴致 装 
卵稚仔 温度反応試験装置 (TG ll 一 8) の馴致用装置。 本 装置は 6 槽 

に 分離独立。 水槽ことに温度設定が 可能。 各槽 ことの試験管挿入 可 

能 。 卵稚 仔を反応装置 (TGll-8) に入れる 前 準備に、 また分類作業 

に 最適。 温度制御は正確・ 広範囲に温度設定が 可能。 

フランクトン 培養装置 
動植物性プランタトンの 海水培養用装置。 幼魚・稚魚等の 飼育も可 

能 。 2 ポリエチレン 円形 2 重水槽。 外側 槽 による温度制御。 制御節 囲 5 一 35 で。 ヒータ ク 自動切換 式 。 照明装置は高出力 蛍 

光町。 光量 調節・照明時間の 自由変更可能。 海水循環 

甫給 ・水質維持装置ィ 寸。 
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S 一 1  溶存酸素測定装置 

記録計 
上 mV ～ 工 0V 
フルスケール 全幅移動可能 
400K 盆 ～無限大 ( レンジによる ) 
2 5 Omm 幅 
6 段変速 ( 標準最少 2. 5mm/mi n) 
AC l 0 0V  5 0 ～ 6 0 ℡ 

） 
ム 

ヨ   ・   sE@   言調 理化学器械株式会社 
〒 1 1 2 東京都文京区後楽 2 - 21 - エ 4 
TEL@ (03)@ 81@ 5@ -@ 3066(R 
FAX@ (03)@ 81 5 - 3231 
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WQ-55 型 笘 

本 社〒 @03 束京都中央区日本橋本町 ケ 9-5 T 三 」， (03)279-09ll( 大代表 ) 
新柄別館〒 l05 東京都港区浜松町 -l- Ⅱ 了三」． (03)434 一 ・ 178ll( 大代表 ) 

鱗 IWe Ⅱ S 十 aln  KA 

用銭染色キット 
シルバーステイン KANTO は、 蛋白・核酸を 高感度 
で簡単に検出できます。 

シルパーステイン KANTO は、 現像が緩やかにす ず むよ 

うに調製されています。 現像停止のポイントを 判断しや 

すく美しい染色 像か 得られます。 

Cat.No.57650 S 王 ]lVer Stain  KANTO 
電気泳動用銀染色キット・シルバーステイン KANTO 

スラブゲル (@40mmx l40mmx@.omm) 25 枚 分 
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東 化学株式会社試薬事業本部 l03 54l 東京都中央区日本橋本町㌻ 大阪市東区 瓦 mT3T 目 l 番地 7 03(663)7631 06(222)2796 
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日本発生生物学会第 20 回大会のお知らせ 

日本発生生物学会第 20 回大会準備委員会 

委員長 米 田 満 樹 

1.  期 日 : 1987 年 5 月 28 日 ( 木 ),  29 日 ( 金ゲ 30 日 ( 土 ) 

2. 会 場 : 京都伝統産業会館 ( 京都市左京区岡崎 成勝 寺町 市バス東山二条下車 ) 

3. 参加申込み 

㈹ 同封の参加申込書に 必要事項を記入 L て ， 1987 年 2 月 28 日 ( よ ． ), ( 当日消印有効 ) までに 

申 Ⅰ込んで下さい。 ( 研究発表は 1987 年度までの会費納入者に 限ります ) 

(2) 申込先 : 〒 606 京都市左京区北白川追分町 

京都大学理学部動物学教室 

日本発生生物学会第 20 回大会準備委員会 

(3) 大会参加費 :5000 円 ( 学生・院生 4,000 円 ) 

  

大会参加費は 郵便局の定額小為替で ，指定受取人を 京都市左京区北自 川 追分町 京都大学理 

学部動物学教室丸山好彦 

として，参加申込書と 同封にてお送り 下さい。 

      懇親会を大会第 2 日 5 月 29 日 ( 金 ) に行 う 予定です。 参加を御希望の 方は懇親会費 C4,000 

円 ) を 大会参加費に 加算してお送り 下さい。 

(5) 同封の受 取 書の所定 欄 に名前および 必要事項を，また 表に郵便番号，住所および 名前を記 

入し ， 必ず切手をはって 下さい。 

4.  研究発表 

㈲ 申込期限 : 1987 年 2 月 28 日 C 土 ) C 当日消印有効 ) 

(2) 本大会の研究発表は 口頭発表とポスター 展示の併用で 行います。 発表者はどちらかを 選択 

して申込んで 下さい。 但し，同一研究室からの 類似した演題での 多数の口頭発表はなるべく 

ご遠慮下さい。 また，御希望の 発表形式を変えて 頂く場合もあ りますので御了承下さい。 そ 

の 決定は準備委員会におまかせ 下さい。 

      研究発表の申込者は (I) 同封の参加申込書に 必要事項を記入し (n) 発表要旨 ( 和文 ) 

とともに書留でお 送り下さい。 なお，連絡 書 にも筆頭発表者 ( 演者 ) 名を裏 面に，その連絡 

先を表の宛名 欄 に記入のうえ ，必ず切手をはってお 出し下さい。 研究発表は昭和 62 年度まで 

の会費納入者に 限ります。 連名で発表される 場合には筆頭発表者 ( 演者 ) が申込んで下さい。 

それ以外の方は 参加申込書の 所定の欄に筆頭発表者 ( 演者 ) 名を記入して 下さい。 

      口頭発表の場合 : 発表時間 15 分 ( 口頭発表 12 分，討論 3 分 ) 

会場には、 @5 ㎜判「覚枠 50x50mm) スライドプロジ ，クター 1 台を用意しま 

す。 スライド枚数は 1 演題につき 10 枚以内とします。 16Blm フィルムの 映 

軍機の使用を 希望される方は 大会準備委員会 (TEL 075-751-2111 円 
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線 4082) にご相談下さい。 

ポスター展示の 場合 : サイズは幅 180x 高さ 180cm ぐらいです。 形式は特には 定めませんので 

大いに工夫をこらして 下さい。 パネルへの貼付用具は 準備委員会で 用意 

します。 

(5) 発表要旨の原稿はそのまま 写真印刷しますので 黒 インクで明瞭に 書いて下さい。 図表も印 

刷できます。   

(6) 同封の英文抄録用紙は 各自の発表終了後，座長 ( ポスタ一の場合には 受付 係 ) に提出して 

下さい。 参加申込みの 際にほ同封しないで 下さい。 

5. 大会準備委員会では 宿泊のお世話は い たしません。   
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宿泊案 内 
ぐ共 )  くに 荘 C075-222-0092)  」 こ 泉区河原町荒神口上 ル ￥ 2,800  ( 税 サービス 別 ) 

み { るま 
( 共 )  御草会館 (075-211-5626)  上京区河原町今出川下 ル ￥ 3,300  ( 税 サービス 別 ) 

( 共 )  白河 院 C075-761-0201)  左京区岡崎法勝寺 ￥ 9,000  (2 食 付 ) 

丘共 )  洛陽 荘 ㏄ 75-771-5634)  左京区岡崎法勝寺 ￥ 7,600  C2 食 付 ) 

( 共 )  平安房 C075-561-8666)  東山区正面茶屋町 ￥ 5,390  (2 食 付 ) 

( ホ )  ホテル サソ フラフ京都 C075-761-9111)  左京区岡崎東天王町 ￥ 8,000C 税 ，サービス 別 ) 

(12 畳の和室あ り ) 

( ホ )  ホテル サソ ルート京都 (075 一 E371-3711)  下京区河原町松原 下ル ￥ 7,190  ( 税 サービス 別 ) 

( ホ )  京都セントラルイソ (075-211-1666)  下京区四条河原町西人 ル ￥ 5.500 

( ホ )  サノ ホテル京都 (075-241-3351)  中京区河原町三条 下ル ￥ 6,350 ～ 6,950 

( ホ )  ホテルアルファ 一京都 (075-241-2000)  中京区河原町三条上 ル ￥ 6790 

( ホ )  京都ビジ 不 スホテル C075-222-1220)  中京区木屋 町御 池上 ル ￥ 4,000  C トイレ共同 ) 

( ホ )  京都ガーデンホテル C075-255-2000)  中京区室町御油 ￥ 6,710 

( ホ )  ホワイト・キャ ソ バス (075-256-3222J1  中京区硝薬師新町西人 ル ￥ 4,800 

( ホ )  サンセットイン C075-751-1170)  左京区 孫 精通川端東人 ル ￥ 5,500 

( ホ )  京都プリンスホテル (075-781-4T41)  左京区下鴨神社前 ￥ 6,000 

( 民 )  京都トラ べ ラーズイソ (075-771%225)  左京区岡崎門 勝 寺町 ￥ 4,300 (. 会場すぐそこ ) 

( 民 )  京都民宿予約センター C075-351-4547) 

CY  .H)  東山ユースホステル C075-761-8135)  東山区三条白川 橋 ￥ 3,300  (2 食材 ) 

( 会員￥ 2,800) 

( ぺ )  ペソ シ 。 ン 東山祇園 (075 円 8 ㌻ 1181) 東山区白川筋三条 下ル ￥ 3,800 

( ぺ )  ペンシ ，ソ 想い出 草 京都 (075 イ 5 Ⅱ 7780)  東山区三条東山東人 ル ￥ 4,500 

( ぺ )  ペソ シ，ソ ・リオンドール (075-256-1355)  中区東堀川道美川上 ル ￥ 4,400 

( ヤ )  学生センター ぐ 075-771-6025)  左京区田中関田町 ￥ 2,800  一般 可 

ホ ( 共 ) 共済組合施設 ( ホ ) ホテル ( 民 ) 民宿 CY.H) ユースホステル 

( ぺ ) ペソ シ，ン ( ヤ ) 宿泊施設 

申 会場 ( 京都伝統産業会館 : 左京区岡崎公園 ) への交通の便がよく ，料金も比較 

的 安いと思われる 所をとりあ げています。 

なお，料金は 昭和 61 年 12 月に確認したものです。 これを参考に ，御自由にお 探 

し下さい。 
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帝 無菌生産 
ニー ニンク め 組織 培 共用製品は，無菌環境 廿 作られています。 このた 
めバクテリアは 勿論、 機械油の蒸気 刊 まこり等の付着もなく、 培養特 

  注が安定して @ せす 。 
Ⅰ フ オームラック 

コーニンバの 遠沈管 ・培養 皆 には、 フ オームラック 付きがあ ります。 収 

納や運搬に便利なうえ、 ガタ ツキ がないため傷をつけることがなく、 

沈澱 物 が再浮遊すみ ひ 配もあ りません。 

村 00% リークテスト 
コーニンバのフラスコは、 全数圧力試験を 行ってお 穏す 。 また厚手に 
成形されていますの ご 、 リークやクラックの 心配はあ りません。 

のダフルシールキャップ 

タフ㌦シールキャップは、 容器の口部内 4fll1 と端部の 2 箇所でシール 
するもので漏洩を 完全に防ぎます。 
もクロスニン タ ミネーション 防止 

マイクロフレートは、 孔が独立しており、 クロスコンタミネーションの 

危険があ りません。 

Ⅰ表面処理は、 親水柱と細 

棚 "" 。 """'"" 、 

"" テ 。 " クで " あ 。 ' せん 
0 三丁 0 は．エチレン オ キサイ 
トガス滅菌です。 

●手細 は カタログを．・ 希求 ( 
i: さ L     

  文会社 本社販売部 大阪支店 む 宕 0% 06(362)629l(ft) 乙 4)740 Ⅱ 代 ) 店 元 刑島 主 支 店店 宕 む 092(45l)5606( 082(248)029 町代 代 ) ) 
本 社 / 〒 lDo 東京都千代田区九の 内 3-2-3 ( 官士 ビ 旧 名古屋支店 む 052(2ll   3855( 代 ) 札幌営業所な O@KZ2 けひ 77( 代 ) 




